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Ⅰ 問題の所在と研究の目的

１．「幼保小の連携」における現状と課題

幼小連携の必要性は，平成１０年に告示され

た小学校学習指導要領や，幼稚園教育要領か

らすでに明文化された教育課題として読みと

ることができる（１）（２）。さらに，平成１３年３月

２９日に策定された文部科学大臣による『幼児

教育振興プログラム』では，より具体的に提

言されている。「幼稚園教育と小学校教育と

の間で円滑な移行や接続を図る観点に立っ

て，幼稚園と小学校の連携を推進する」。こ

のように行政レベルでは，幼小連携がすでに

自明のこととなっており，最近では，幼児教

育に関わる研究者等からも活発な議論がかわ

されたり（３）（４），保育学会や日本音楽教育実践

学会等でもとりあげられたりしている。また，

秋田（２００２）は，具体的な推進策についても

「共通の課題を設定した合同研究，幼稚園教

育要領の相互学習，保育授業への相互参加，

校長・園長等指導的立場にある者に対する意

識啓発研修などの必要性等」と提案してい

る（５）。

しかし，実際は幼稚園の餅つき大会に小学

一年生を招待したり，小学校の運動会へ年長

児が参加したり，といった行事の際の交流に
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とどまっているのが現状ではないだろうか。

山口（２００３）は，連携にまで至らないその根

本原因を教員の意識から探ろうとした。幼稚

園・小学校教員による意見調査を行い，その

結果，「幼稚園において，できることはすべ

て達成しようとする幼稚園教員の姿と，幼稚

園までの学び・活動は考慮に入れず，一から

積みかさねていこうとする小学校教員の姿」

が浮かび上がり，「幼稚園から小学校教育へ

の連続的な子どもの発達が，教員に十分に配

慮されていないという状況が確認できた」と

述べている（６）。この「連続的な子どもの発達

への理解」は，子どもの心身の発達段階に応

じた教育という原点に立ち戻った観点から

も，幼小一貫の指導計画作成の根拠になると

いう意味においても，最重要視される問題と

考える。

このように，幼保小の連携を推進していく

ためには，まず「保育者・小学校教員が，連

続的な子どもの発達を相互理解する」ことが

求められている。

２．音楽指導の場において

子どもの発達についての理解は，幼児教育

の音楽指導の場においても問題となってい

る。門松（２００５）は「保育現場で表現（音楽）

を指導するにあたって一番の問題は，幼児の

発達に合わせて，何をいつ，どのように指導

するか，ということがはっきりしないことで

ある。」（７）と指摘している。保育の現場でこの

ような混乱が生じている原因の一つに，「幼

児の音楽的発達の道筋が，体験と関連させて

明らかになっていない」ことが考えられる。

音楽的発達についての先行研究には，代表的

なものにキース・スワンウィック（８）や D. J.

ハーグリーブス（９）のものがあるが，体験の中

でどのように獲得していくのかについては不

明瞭である。さらに，幼稚園教育要領の「表

現」には年齢ごとの記述がなく，保育所保育

指針には，４歳児のものと５歳児のそれが全

く同じ内容となっている箇所があり，概略を

示すにとどめたものとなっている。

そこで，本研究では，幼児（３・４・５歳

児）がいつ，どのような音楽的要素を，どの

ようにして培っていくのか，という連続的な

音楽的発達の内容を，体験と関連させて僅か

でも明らかにすることを目的とする。

Ⅱ 研究の方法

幼児は，楽しい体験の中で自発的に様々な

能力を獲得していくものである。何故なら，

幼児にとって楽しい体験とは，心身が躍動し，

知恵や気力などが活性化された状態だからで

ある。西原（１９９５）も，「幼児が，今何かを

見いだして熱中する。それが発達のいわば原

動力であろう。能力の発達は，体験のあとに

ついて現れる」と述べている（１０）。つまり，幼

児の音楽的発達を明らかにするには，幼児が

楽しいと感じる音楽体験の内容を把握し，そ

こで培っていく音楽的要素を一つひとつ解釈

していくことにあると考える。このように体

験から発達を読みとる手法について，津守

（１９８０）は，子どもの発達を外部から観察で

きる行動の変化としてのみとらえるのではな

く，それを手がかりにして「内面の変化」か

らとらえることを提案している（１１）。つまり，

楽しい音楽体験の中で生じる子ども達の表情

や行動の変化を手がかりにして，内面の変化

を推察し，そこから発達をとらえようとする

ものである。

そこで，「楽しい音楽体験の内容」と「培

われる音楽的要素」について，客観性を高め

るために，まず保育者から全体的な調査をし

（調査１），次に，実際に子ども達と音楽遊

び「わいわいコンサート」を行い，その中で

生じる子ども達の表情や行動の変化から，内
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表１．保育士から得た回答，〈設問１．２〉による分類
（左：度数 右：４９名を分母とする場合）

設問１のみ
回答

設問２のみ
回答

設問１．２ともに
回答

３歳児 ２９名（５９％） ０名（０％） １６名（３３％）

４歳児 ２３名（４７％） ０名（０％） １５名（３１％）

５歳児 ２４名（４９％） ０名（０％） １６名（３３％）

設
１

チューリップの歌は，手でお花を作り，小
鳥の歌は，腕を伸ばし羽のようにパタパタさ
せて歌っていた。 （３６件４６％）

設
２

身体を動かして表現することは，おもしろ
いなと感じる。 （７件３５％）

面の変化を推察し（調査２），３・４・５歳

児その時々に培われていく音楽的要素を考察

する。それによって，「調査１」の結果をよ

り確かなものにしたい。

調査１

〈調査期日〉２００４年７月９日

〈調査場所〉長良川会館

〈調査対象〉

保育士研修会（岐阜県健康福祉環境部児

童家庭課主催）に参加した岐阜県内の保

育者４９名（全員，勤務園が異なる）

〈設問１〉

「幼児にとって，楽しい音楽活動とは，

どのような内容でしょうか」

〈設問２〉

「そこでは，音楽に関するどのようなこ

とを，子ども達はつかんでいくのでしょ

うか」

３・４・５歳児それぞれに対する回答を求

めた（自由記述方式，複数回答）。自由記述

方式を採用したのは，保育者の率直な思いを

知りたかったからである。

調査２

〈観察期日〉２００４年１２月２１日

〈観察園〉ふたば保育園（愛知県一宮市）

〈対象児〉３歳児・４歳児・５歳児

〈方法〉筆者が日頃，保育園や幼稚園で行っ

ている音楽遊び「わいわいコンサート」を，３

歳児以下のグループと４・５歳児のグループ

に分けてほぼ同じ内容で行い，それをビデオ

録画し，終了後ビデオを見ながらフィールド

ノーツを作成する。その記録と，実験者であ

る筆者の解釈から培われていく音楽的要素を

考察する。

Ⅲ 結果と考察

１．「調査１」保育者アンケートから

「調査１」では，保育者が指導経験のない

年齢児についてのみ無回答の項目もあった

が，すべての保育者から回答を得た。その内

訳は，表１に示すとおりである。ほぼ半数の

保育者が〈設問１〉のみに答え，〈設問１〉と

〈設問２〉の両方に回答をした保育者は，約

３０％であった。このことから，保育者が日頃，

子ども達をよく観察している様子を伺うこと

ができるが，体験と発達との関わりについて，

どのようにとらえているかは，これだけの設

問からは判断できない。このことは今後の課

題として残される。

〈設問１〉では「楽しい音楽体験の内容」

を〈設問２〉では「そこで培われると予想さ

れる音楽的要素」について問い，音楽的要素

ごとに分類すると回答結果は以下のように

なった。度数，％（それぞれ，回答を得た事

例の総数を分母とする）を示す。

【３歳児】

・音や歌詞のイメージを，身体で表現して具

体化する
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設
１

色々な音にびっくりしたり，壁や室内遊具
をたたいて音を出したりして遊んでいた。

（２０件２６％）

設
２

まず，「きれいな音」と感じられる心が育
つ。 （５件２５％）

設
１

簡単な童謡などを，思い思いに，声に出す
ことを楽しむ。 （２２件２８％）

設
２

歌に対して，心地良さとリズムを感じる。
（６件３０％）

設
２

保育士と一人一人の子どもとの関係の中
で，「歌うことって楽しい」，「曲に合わせて
身体を動かすことって楽しい」，「楽器を鳴ら
すことって楽しい」と感じること。

設
１

年少児までは，バラバラに楽器を鳴らして
楽しんでいた子も，友達と一緒に，歌ったり
踊ったりしている。 （１６件２７％）

設
２

周りの存在に気づき始め，友達と一緒に音
楽することが楽しい。 （４件２２％）

設
１

動きも速くなり，小刻みになったり，場所
を移動しながら踊ったり，歌ったりしている。

（１４件２３％）

設
２

曲に合わせて踊ることは，楽しい。
（４件２２％）

設
１

缶や箱などで楽器を作り，曲に合わせて，
自由に叩いて音を試し，‘がらくた演奏会’を
楽しんでいた。
様々な楽器に触れて，音を出そうとし，音
色や音程の違いにも，興味が出てきている。

（１３件２２％）

設
２

いろいろな楽器の音色を感じる。
（３件１７％）

設
１

流行の曲を，とりいれると喜ぶ。
CMソングが好きで，歌いながら，真似し
ている姿が目立つ。 （９件１５％）

設
２

複雑なリズムがわかってくる。
（３件１７％）

設
１

歌詞にストーリー性のあるものを好み，
ごっこ遊びに発展する。
元気な曲，静かな曲など，歌のイメージが
わかってきて，そのように，歌おうとしてい
る。 （６件１０％）

設
２

メロディの表現する感性（楽しさ・美しさ
・寂しさ・悲しさ）。 （２件１１％）

設
１

４歳児は，「音楽が身についていく時期」な
のかな，と感じる。

設
１

みんなで歌う時に，「自分だけ怒鳴って歌っ
たりすることがどういうことか」がわかった
上で，友達と一緒に気持ちをそろえて歌う楽
しさを知る。 （２０件３７％）

設
２

リズムに合わせて，自分の出番のところで
しっかり音が出せる。
みんなで歌ったり，合奏したりして，一つ
の音楽を作り上げる喜びを知る。（１０件４８％）

・音そのものに興味を持つ

・拍・リズム・メロディを感得する

また，これらの活動は，保育者と一対一の

関係の中で行われるのが望ましいと述べてい

た。

【４歳児】

・友達と共感しながら演奏する

・リズムや，音楽の雰囲気を身体で表現する

・音色・音程の違いに興味を持つ

・西洋的なメロディやリズムを感得する

・歌詞やメロディからイメージを感受する

急速に音楽的な能力が高まっていく様子

に，次のような表現も見られた。

【５歳児】

・アンサンブルする時に，音をそろえようと

したり，合わせようとしたりする
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設
１

音の出るものを自分達で探してきて，「ど
うしたら鳴るか」「音程を変えることが出来る
かどうか」考えながら作っていた。

（１１件２０％）

設
２

身近なものや，打楽器などの音の面白さを
感じる。 （２件１０％）

設
１

アニメの曲などを，身体表現しながら歌っ
ている。 （９件１７％）

設
２

リズムを，身体全体で感じとる。
（１件５％）

設
１

音楽を聞いて，自分なりに動きを考えて，
身体を動かす。 （５件９％）

設
２

歌に，強弱をつけたり，優しく歌ったりす
る。 （３件１４％）

設
１

歌ったり踊ったりするだけでなく，その中
で，物語を作って演じるようになる。

（５件９％）

設
２

美しい歌・楽しい歌・寂しい歌など理解
し，感情込めて歌える。 （２件１０％）

・音に対する科学的興味が芽生える

・リズムを身体で感じて表現する

・自分なりに表現の工夫をする

・イマジネーションが膨らむ

以上の様子が，５歳児に関する記述から認

められた。

２．「調査２」事例分析

「調査２」では，「わいわいコンサート」を

保育園で実際に行い，その中で子ども達が楽

しんでいると思われる場面を抽出し，撮影ビ

デオからフィールドノーツを作成した。そこ

で「培われていくと予想される音楽的要素」

についての分析を試みた。

〔分析の視点〕

１．子ども達は，どのような発言をし，表情

や行動はどのように変化していくか。何人

かを抽出し，可能な限りその変化を追う。

２．上記１．の変化は，音楽的な何がきっか

けになって起きるのか

３．その年齢だけに見られる特徴は何か。

以上の視点から分析を行った。３・４・５

歳児それぞれに，特徴的な事例を以下に示す。

【３歳児】

３歳児は，音楽を加速したり，拍の刻みを

細かくしたりすると，顔や身体を左右に激し

く揺らしたり，笑い出したりする様子が特徴

的に見られた（事例１）。このような反応か

ら，３歳児は，「速さ」の持っている味わい

や雰囲気といったものを，まず身体で感じて

いる様子が推測できる。４・５歳児からは，

そのような反応は見られず，速さの中身，つ

まりテンポやリズムの違いに強い関心が向け

られていた。

この〈事例１〉の他に，ピアノに合わせて

歩いたり走ったりする場面では，刻みの細か

い音楽に変えると「キャー」と黄色い歓声を

あげながら，走り出す姿が観察でき，これも

４・５歳児には見られない光景であった。同

じように「速さ」の雰囲気を身体で感じて表

していると推察できる。

また，一つの行動を終えるとすぐ確かめる

ように実験者を見ていたことから，まだ大人

との一対一の関係が基本にあることがわか

る。
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【４歳児】

４歳児は，音楽から受けるイメージを友達

と共有することによって，よりイマジネー

ション豊かに音楽を感受する様子が特徴的に

見られた。（事例２）。同じ場面で，３歳児と

一緒に参加していた２歳児からは「恐い，恐

い」と泣き出す子もいたが，４歳児からは，「本

当に恐かった」とつぶやく声が聞こえ，この

言葉からも，イメージの中で遊んでいる様子

が裏付けられる。ここでは，緊迫した音楽（A）

と穏やかな音楽（B）とを，交互に弾いたの

だが，それぞれのイメージをとらえるだけで

なく，組み合わせに，ドキドキしてホッとす

るといった「緊張と安心」や，「期待と発散」

といった音楽の波を感じとって表現する様子

も認められた（事例２下線）。

この〈事例２〉の他に，音楽の強弱に合わ

せて，立ったりしゃがんだりしながら歩く場

面では，友達と並んで，手をつないだり電車

のように連なったりする様子が観察でき，同

じように友達とイメージを共有することに

よって，さらにイマジネーションを膨らませ，

実験者 A児（男） B児（女） C児（男） D児（男） E児（女） F児（男）

「ジョママジョ，
ジョママジョ，
ジョママジョ，
パン（手拍子）」
と唱えながら，
「ジョ」は右手
で右膝を，「マ」
は左手で左膝を
たたく。」（１回
目）

手首から先だけ
動かして，リズ
ム打ちをする。

口で「ジョママ
ジョ」と唱えなが
ら，実験者を真似
ている。

左手の親指を口に
くわえたまま，右
手だけ動かして，
膝打ちをしてい
る。

交互に腕を高く
上げて膝打ちし
ている。

口で「ジョママ
ジョ」と唱えな
がら，実験者を
真似ている。

実験者を見て，
左右交互に膝打
ちしている。

少し速く行う
（２回目）

腕を上下させて
動かし，実験者
を見ながら，速
さを合わせよう
としている。

口で唱えながら，
実験者に合わせ
て，速くしている。

指を口にくわえた
まま，右手だけで
膝打ちをし，首を
上下に振ってい
る。

口で唱えなが
ら，実験者に合
わせて，速くし
ている。

実験者の方を伸
び上がるように
見ながら，膝打
ちを速くしてい
る。だんだん笑
顔になる

口で唱えなが
ら，実験者に合
わせて，速くし
ている。

もっと速く
（３回目）

実験者から目を
離し，膝打ちを
する自分の手を
見ながら，だん
だん加速してい
く。

だんだん加速して
いき，片手交互打
ちから両手打ちに
変える。口で唱え
ていたのを止め，
笑い出す。

指を口にくわえた
まま，右手だけで
行う。

顔を左右に揺ら
して，膝打ちを
する。

顔や身体を左右
に激しく振りな
がら，交互に膝
打ちをする。

笑いながら行
う。

小さな声で唱
え，指先でやさ
しく，ゆっくり
膝打ちをする。
（４回目）

手首から先だけ
動かす。友達の
様子を見回した
り，自分の手を
見たりしながら
行う。
最後の手拍子を
入れる。

口で唱えながら，
実験者に合わせ
て，指先で打つ。

指を口にくわえた
まま，右指先だけ
で，手前と向こう
を交互に膝打ちを
している。

実験者の方を見
ながら合わせ
て，腕を高く持
ち上げ動作を大
きく，ゆっくり
膝打ちをしてい
る。

実験者の方をく
いいるように見
ながら，右手の
人差し指だけで
膝打ちをしてい
る。

実験者の方を見
ながら合わせて
いる。

少し速く
（５回目）

腕を上下させて
動かし，実験者
を見て，速さを
合わせようとし
ている。

口で唱えながら，
膝打ちを自分から
加速させている。

指を口にくわえた
まま，右手だけで
行う。

顔を左右に激し
く振って，交互
に膝打ちをす
る。

顔を左右に振り
始める。

顔を左右に激し
く振り，笑いな
がら行う。

もっと速く
（６回目）

腕を上下させ
て，友達の様子
を見回しながら
行う。

口では唱えず，実
験者を見て，速く
打つことに一生懸
命な様子

指を口から離し，
実験者を見なが
ら，両手で交互打
ちをする。

顔を左右に振っ
て，交互に膝打
ちをする。

友達を見なが
ら，速く打つこ
とに一生懸命な
様子

顔を左右に激し
く振って，交互
に膝打ちをす
る。

事例１ ―３歳児― 「速さ」の雰囲気を身体で表現する
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表情豊かに音楽を感じとっている様子が認め

られた。

【５歳児】

５歳児からは，音程や音色の違いに興味を

持ち，「何でだろう」とその原因を考えるう

ちに，発音の仕組みや音程・音色の操作等に

気づいていく様子が特徴的に見られた（事例

３）。それらは，実験者との一対一の関係に

加え，友達とのやり取りの中で一層お互いの

考えを深め合っていた。

〈事例１・２・３〉以外の場面からも，いく

つか特徴的な反応を以下に示す。

実験者の言葉かけ及び音楽 A児（女） B児（男） C児（男） D児（女）

「…大きな魚の絵を，そっと歩いて
見にいくことにしました。みんなも
一緒についてきてくれる？」
フィンガーシンバルをそっと鳴ら
す。

音に合わせて，そっ
と足を上げ（イメー
ジ・緊張），踏み出
している。

手でズボンをつかみ
ながら（緊張），そっ
と，音を聞いてから，
足を踏み出してい
る。

音に合わせて，そっ
と足を上げ（イメー
ジ・緊張），実験者
見ながら踏み出して
いる。

音に合わせて歩いて
いる。

「魚が僕の方を見ているみたい。
走って逃げていこう。」
フィンガーシンバルを，小刻みに鳴
らす

どう動いていいかわ
からない様子で，周
りの子を見ながら，
横向きにカニ歩きを
している。

B児・C児 に 近 づ
き，同じように手を
たたいて喜ぶ（共感
・安心）。

実験者を振り返りながらも小走りに走っ
て逃げていく。途中から二人で手をつな
いで（共感）逃げる。

顔を見合わせて「おもしろかった！」と
いうように，手をたたいて喜び合う（共
感）。

走って逃げた後，友
達の肩にしがみつ
き，顔だけ実験者の
方を向いて，怖がっ
ている（イメージ）。

「今度はピアノに合わせて歩いてき
てね」
音楽 A：飛翔／シューマンより

（ピアノ）

三 人 で 手 を つ な い で 歩 く （ 共 感 ） 「しーっ！」と口に
指を当てながら（イ
メージ・緊張），そっ
と大股で歩いてい
る。

音楽に合わせてひざ
を深く屈伸させ，吸
い寄せられるような
表情で，静かに（イ
メージ・緊張），歩
いている。
ピアノを弾く実験者
を見ている。

つないだ両手をしっ
かり握り（共感），
笑顔で，音楽に合わ
せて膝を深く屈伸さ
せて歩く。
時々，C児を笑顔で
見る。（共感）

口に手を入れなが
ら，普通に歩いてい
る。
周りの子達の様々な
反応を見て，笑顔に
なる。

音楽の雰囲気を変える。
「さあ，逃げるよ」
音楽 B：飛翔／シューマンより

（ピアノ）

つないだ手を離し
て，一目散に部屋の
角まで走って（イ
メージ・発散）逃げ
る。

年長児の一部がくず
れるように，後ろを
向いて走り出したの
に気づいて，走り始
める。

A児・B児より早く
飛び出し，前の友達
を押すように（イ
メージ・発散）して，
走って逃げていく。

友達の背につかまり
ながら，小走りに（イ
メージ）逃げる

音楽 A：飛翔／シューマンより
（ピアノ）

三 人 で 手 を つ な い で 歩 く （ 共 感 ） 友達を手で押しのけ
ながら，大股で前へ
歩いている

B児の方を見ながら
（共感）歩いている

つないだ手を低く下
げ，時々，A児と顔
を見合わせながら
（共感）歩いている。

始終，笑顔で，実験
者の方を向いて歩い
ている。音楽 Aの
ピアノの音が止んだ
時，「しっ！」と口
に指を当て，ピアノ
を弾く実験者をのぞ
き込む。（期待）

音楽 B：飛翔／シューマンより
（ピアノ）

音楽を聞くや否や，
つないでいた手を離
し，くるっと後ろを
向いて，走って逃げ
る。その後，B児・
C児と，手をつない
で喜び合う（共感・
安心）。

走って逃げた後，C
児に近寄って行き，
手を握り，喜び合う
（共感・安心）。

走って逃げ，友達の
中に隠れる（イメー
ジ・発散）。その後，
出てきて B児に近
づき喜び合う（共感
・安心）。

友達の背を押しなが
ら走って逃げる。
その後肩を上げ，口
に両手を当て「こわ
かったー」と言う（イ
メージ）。

事例２ ―４歳児― 音楽から受けるイメージを，友達と共有する
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例えば，実験者が先に歌い，それを子ども

達が真似して歌い返す（模唱）という形で続

いていく歌の場面で，３歳児は唇を震わせて

出す声や破裂音のみを何度も真似していて，

そこから声のおもしろさに関心を寄せている

様子が認められたのだが，４・５歳児からは

音程やリズムを正確に真似して歌い返す様子

が確認でき，基礎的な音楽要素が身について

きていることがわかる（事例４）。また絵描

き歌を歌う場面で，３歳児は出来上がってい

く絵の方に強く関心を寄せていたが，４・５

歳児の多くは実験者の歌を真似して歌ってお

り，リズムやメロディといった音楽要素を感

得して再生する確かな力が身についてきてい

ることがわかる。（事例５）。

Ⅳ まとめ

幼児にとって楽しい体験とは，心身が躍動

し，知恵や気力などが活性化された状態であ

る。だからこそ，その中で様々な能力を獲得

していくである。この発達のいわば原動力と

なる「楽しい体験」を「調査１」では保育者

の視点から，「調査２」では実験者である筆

者の視点からとらえ，そこで培われていく音

楽的要素について推察した。その結果，「調

査１」からは子ども達が体験の中で，音楽的

要素を一つひとつ培っていく様子が認められ

た。「調査２」では，実際の音楽活動の場面

において，３・４・５歳児それぞれに特徴的

な反応が見られ，その時々に培われていく音

楽的要素があることが認められた。つまり，

幼児は，適切な時期に，適切な音楽的要素を，

体験の中で培っていくことが確認できた。培

われていく音楽的要素を年齢ごとにまとめて

みると，以下のようになる。

【３歳児】

・音の雰囲気や歌詞の内容を身体で表現し

て，身体感覚を活発に働かせることにより，

イメージを具体化したり，拍・リズム・メ

ロディなどの基礎的な要素を感得したりす

る。

・それらは大人との一対一の関係を基本にし

て培われる。

【４歳児】

・音程やリズム等の基礎的な音楽要素に敏感

に反応し，西洋的なリズム・メロディなど

流行の音楽にも関心を持ち始める。

・音楽にイメージをもったり，イマジネー

ションを膨らませたりして，表情豊かに音

楽を感受する。

・音楽のもつ波（緊張と発散・期待と安心）

を感受し，表情豊かに表現する。

・それらは友達と共感し合う中で培われる。

【５歳児】

・音をそろえたり，合わせたりといったアン

サンブルの能力が高まる。

・音楽をイマジネーション豊かに感じ，それ

を自分なりに表現しようと工夫する。

・音程や音色の違いに強い関心を持ち，その

原因を探ろうとして，結果的に音程や音色

の操作・発音の仕組み・響きの構造等に気

づいていくなど，音への興味が科学的な広

がりを見せる。

・それらは友達との交流の中で高まる。
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場面，及び実験者の問いかけ 年長児の反応（発言等）

手作り楽器「レインスティック」で音を出す すぐさま，「（その中に）何が入ってるの？」と質問する。

手作り楽器「紙筒トロンボーン」を鳴らす 「どうやって，やって（鳴らして）るの？」「穴あいてる
んでしょ。知ってるよ！」

コンサート後，使った楽器を紹介する。
手作り楽器〈レインスティック〉を見せて

「中に何か入っているよ，と言っていたよね。何
が入っているのでしょう？」
「中は，こんなふうになっています。」と言って，
中が見えるようにペットボトルで作った楽器を見
せる。
「つまようじを外側から刺して，中に細かく切っ
たつまようじを入れると・・・・・・。」（作り方
を説明する）

作り方を説明しながら，紙の筒で作ったものと，
ペットボトルで作ったものを交互に何度も鳴ら
す。

「いいこと言うねー。音，違うよね。みんなもお
外で歌うのと，お風呂で歌うのとでは，どちらが
いい声？」
「場所によって，同じ人でも声が違って聞こえる
のですね。同じつまようじ君でも，紙の筒の中と
ペットボトルの中では音が違うね・・・。」２つの
楽器を，それぞれ鳴らす。

「どんぐり？」「ビービー玉？」「ビーズ？」

「つまようじー？」多くの子ども達が中をのぞき込み，
けげんな様子で尋ねる。
実験者をじっと見つめ，うなずきながら話を聞いてい

る。
「どうやって（つまようじを外側から），刺したの？」
「（細かく切ったつまようじを）どうやって（中に），入
れたの？」

全員が顔をあげ，楽器を見ている。
子ども達の大多数が身動きせずにじっと見つめて音を

聴いている。
音がすると，「わあっ！」と喜んでいる。

「でも，音が違うよ！」他の子どももうなづいて，その
返事を聞こうと，皆が実験者の方を向く。
「お風呂！」「お風呂だと，ずーっと歌ってる！」

３歳児の大多数は，実験者が歌うのを見ているだけで，模唱しない。しかし実験者が，唇を震わせて声を
出したり，破裂音を出したりすると，その部分だけを何度も繰り返して真似をしていた。４・５歳児のグルー
プでは，子ども達が模唱して歌う声がだんだん大きくなり，高い声域のメロディも，最後にハモるように合
わせたメロディまでも，正確に歌い返していた。

３歳児の多くが，実験者の描く絵を見つめていたり，真似して空に描いていたりしていた。４・５歳児か
らは，実験者の歌う絵描き歌を模唱しており，その歌声がだんだん大きくなっていった。

事例３ ―５歳児― 音程や音色の違いに興味を持ち，発音の仕組みを探ろうとする

事例４ 声のおもしろさに関心を寄せる３歳児，音程・リズムに関心を寄せる４・５歳児

事例５ 絵描き歌の絵の方に関心を寄せる３歳児，歌にも関心を寄せる４・５歳児
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外面に現れる演奏は，内面の充実があって

こそ確かなものとなる。音楽的発達を，演奏

の出来具合や技術的側面からのみでなく，音

楽体験の中で生じる子ども達の表情や行動の

変化を手がかりにして内面の変化でとらえよ

うとする津守（１９８０）の観点は，音楽の本質

的な意味においても重要であることがわかっ

た。

本研究では，幼児期の音楽的発達の道筋を

体験の中で明らかにすることを試みた。この

ことは，保育現場での実際の音楽指導に結び

ついていくだけでなく，本論の目的であった

幼保小の連携を推進していくための課題「保

育者・小学校教員による，連続的な子どもの

発達の理解」を深める一助になると考える。

幼児期の豊かな音楽的発達を土台にして，

小学校の音楽教育が展開し，実っていくので

ある。したがって，幼児期への深い理解は，

保育者・小学校教員の音楽指導の基盤を作る

上で重要視されるべきものであり，またその

理解があってこそ，幼小一貫の指導計画や交

流授業といった幼保小の連携に関する活動

も，真の意味において成果をもたらすものに

なると考える。

幼児期の音楽的発達が，６歳以降の発達に

どのように寄与していくかは，今後の課題と

して残される。

Ⅴ おわりに

今回の研究で幼児期の音楽的発達の大まか

な道筋が明らかになった。しかし，「わいわ

いコンサート」の中で，子ども達が示す音楽

的興味の度合いは，一人ひとり異なっていた。

つまり，音楽のどの部分を楽しいと感じ，ど

のような音楽的要素を培っていくかというこ

とは，１人ひとり違っているのである。ここ

に，「発達のでこぼこ」ができる。しかし，こ

の「でこぼこ」こそが，一人ひとりの「かけ

がえのなさ」につながるものといえるのでは

ないだろうか。

音楽表現とは，「感じた想いを，自分の言

葉（音楽言語）で語ること」と考える。つま

り，音楽を表現することは，かけがえのない

自分を表現することであり，この「かけがえ

のなさ」は，幼児期の楽しい体験から育まれ

る。

１人ひとりの「かけがえのなさ」を保障し

認め，伸ばしていく。幼稚園や保育園は，そ

ういうところでありたい。そのために，「楽

しい体験」から「発達」をとらえる目や，個々

の「発達」を見通して「楽しい体験」を仕組

む環境構成力の育成が，保育者養成校の表現

教育に求められよう。

尚，本論は，第５８回日本保育学会において，

論文集・口頭にて発表したもの，及び第１０回

日本学校音楽教育実践学会において，口頭に

て発表したものを合わせ加筆したものであ

る。

参考文献

１）小学校学習指導要領 文部科学省
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を進めるため，地域や学校の実態等に応

じ，家庭や地域の人々の協力を得るなど

家庭や地域社会との連携を深めること．

また，小学校間や幼稚園，中学校，盲学

校，聾学校及び養護学校などとの間の連

携や交流を図るとともに，障害のある幼

児児童生徒や高齢者などとの交流の機会

を設けること」（下線筆者）

２）幼稚園教育要領 文部科学省 １９９８ p.
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